
『９期計画号』が今年も札幌のまちなかを走っています。出会えました？

昨年８月、札幌開発建設部と認定ＮＰＯ法人ポロクルは「第９期北海道総合開発計画」のスタート記念として、札幌のシェア

サイクル「ポロクル」の１台だけの特別仕様車『９期計画号』を展開しました。『９期計画号』は、全６２０台の赤い車体の

内、１台だけのエメラルドグリーンのカラーの車体です。

４月６日（日）、多くの報道が集まる中、今年の営業が開始
されました。（認定ＮＰＯ法人ポロクル囲み取材の様子）

※認定ＮＰＯ法人ポロクルとの連携
昨今、環境負荷の低減、渋滞対策、健康増進の観点から自転車の活

用が推進されています。札幌開発建設部では、札幌都心部の自転車と
自動車の共存可能な車道走行環境の確保を目指し、官民協働による自
転車対策の推進を図ってきました。また、近年は災害発生時の防災の
観点からも協力関係を築いているなど、認定ＮＰＯ法人ポロクルは、
自転車の活用推進に向けて一緒に取り組みを進めてきたパートナーで
す。このような背景のもと、お互いの趣旨が相まって今回の取組に至
りました。

第９期計画ポスター

特別仕様車『９期計画号』 今年も走っています！

※認定ＮＰＯ法人ポロクル プレスリリースより

車体は、第９期北海道総合開発計画のイメージカラーを採用

共創の取組事例

ポロクルの特別仕様車『９期計画号』 ２年目スタート
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北海道の玄関口である新千歳空港周辺を花で飾るイベント、千歳ウエルカム花ロードが開催されました。
平成１５年から始まった活動は今年で２３回目となり、千歳ウエルカム花ロード実行委員会の呼びかけにより、ボランティアや地元
小学生、今年は、プロバスケットボールチームレバンガ北海道のマスコット「レバード」が応援に駆けつけました。
今回の花植えは、道道千歳インター線及び国道３６号（新千歳空港周辺）にて、ボランティアや地元小学生などが参加し、空港周辺
の沿道約５㎞に植栽しました。

北海道開発局と
レバンガ北海道との連携

レバンガ北海道と北海道開発局は、双方が持つ強みを活かして北海
道の地域振興や地域活性化に向けた取組を推進することを目的とし
て 、
令和７年３月５日、包括連携協定を締結しました。

調印式の様子はこちら
（札幌開発建設部公式X）

１．植栽等事業

(1)土おこし (2)花植え

(3)除草 (4)花株除去

２．情報発信

HP,SNS,チ･カ･ホ（札幌駅前

地下歩行空間）でのPR

３．普及啓発

小学校での事前特別授業

千歳ウエルカム花ロードの取組の概要

千歳ウエルカム花ロードは、次代を担う子ど
も達におもてなしの心を育んでもらうことを
目的としたシーニックバイウェイ北海道支笏
洞爺ニセコルートの活動の１つです。
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共創の取組事例

シーニックバイウェイ北海道～彩り豊かにお出迎え



５／３０（金）、管内各地で清掃活動が行われました。

天気に恵まれた開会式の様子

ゴミの量は去年より多く、大型テレビなど不
法投棄と見られるゴミもありました（残念）

こちらは、赤平市で開催された清掃「Cleanupあかびら」
朝早くから集まった地域の方々約１８０名！
道路と軸としたまちづくりを目指す「アイラブ・ロードあかび
ら推進協会」、河川協力団体※「赤平ラブ・リバー推進協会」
等の主催です。

（おまけ）
支笏湖面に映る風不死岳。
清掃活動にあわせて大変美しい
鏡面の姿が見られました。

千歳市支笏湖周辺道路では、国道453号を「汚さん（453）」と
して、今年で22回目となる清掃活動が行われました。（参加者
１４０名）この活動は、シーニックバイウェイ北海道の活動の
一環です。

※河川協力団体は、河川の維持、河川
環境の保全など河川の管理につながる
活動を自発的に行っている河川管理者
が指定する民間団体等です。
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共創の取組事例

５月３０日は「ごみゼロ」の日／地域と共にきれいなマチを創っています



５月31日、これから迎える大雨の時期に向けて、水害に備えた実践的な総合訓練が行われ
ました。訓練には、令和７年３月に包括連携協定を締結したレバンガ北海道の折茂武彦氏
が水防工法訓練で水防隊の応援に駆けつけました。

住宅浸水防止工に参加したレバンガ北海道 折茂氏

訓練に参加した地元小学生のみなさん 水防リポーターの地元高校 放送局員 ©LEVANGA HOKKAIDO 33

共創の取組事例

これからの大雨シーズンに備えて～レバンガ北海道との共創（防災広報）



治水功労者表彰制度は、河川愛護月間（毎年７月１日～31日）に関連する行事として、北海道開発局が所管す
る河川の治水に功績のあった個人又は団体に対して、北海道開発局長が表彰するものです。

今年度、札幌開発建設部管内では、河川の美化や良好な河川環境の保全等に功績のあった２団体が表彰され、
伝達式を行いました。

長年にわたる地域の活動は、川に対する愛着を育み、良好な河川環境を守ろうという住民意識を醸成するとと
もに、次世代へ受け継ぐためのきれいな川づくりに寄与しています。

石狩川の川下り、砂川遊水地を利用した水上体験
学習、石狩川中流域住民の皆さんとの河川清掃活
動等を通じて、地域住民と交流を図り、石狩川への
親しみを深める活動を推進しています。

地域の歴史・自然等の魅力発信、フットパスイベント
等を通じた産業遺産等の紹介、河川敷の外来種駆
除、地元小学校への自然体験学習、堤防天端等の
清掃活動など多彩な活動を展開しています。

北海道開発局長表彰 北海道開発局長表彰

NPO法人ふらっと南幌 石狩川下覧櫂
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令和7年度「治水功労者表彰」伝達式を行いました



道路功労者表彰制度は、道路ふれあい月間（毎年8月１日～31日）に関連する行事として、道路の清掃・美化活動、道路
愛護思想の啓発などに顕著な功績のあった団体・個人に対し、国土交通大臣及び北海道開発局長が表彰するものです。

今年度、札幌開発建設部管内では、道路の清掃・美化活動に功績のあった３団体が表彰され、伝達式を行いました。

長年にわたる各団体の活動が、快適な道づくりを共に進め、地域コミュニティの活性化につながるまちづくりに寄与し
ています。

国土交通大臣表彰 リバーサイド滝新倶楽部

北海道開発局長表彰

H11.8の団体設立時からVSP
実施団体として、26年間にわ
たり、滝川市内の国道４５１号周
辺において、 延長約1,100m
の区間で植樹帯への植花や維
持管理、歩道清掃を行うなどの
道路美化活動に取り組んでい
ます。

8/27 伝達式の様子（滝川市役所内）

(株)櫻井千田Ｒ１２Ｇｏ！Ｇｏ！ゴミ０（ゼロ）会 あつべつ区民協議会

H20.4結成。
H22 年 度 か ら
VSP実施団体と
して15年間にわ
たり奈井江町内
の 国 道 12号 周
辺において、延
長約５５０ｍの区
間で歩道及び路
肩の清掃を行う
などの道路美化
活動に取り組ん
でいます。

※ VSP：ボランティア・サポート・プログラム

H17.3結成。
H20 年 度 か ら
VSP実施団体と
して１７年間にわ
たり札幌市厚別
区 内 の 国 道 12
号周辺において、
延長約1,000ｍ
の区間で植樹帯
への花植えを行
うなどの道路美
化活動に取り組
んでいます。

北海道開発局長表彰
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令和7年度「道路功労者表彰」伝達式を行いました

共創の取組事例



給水活動ブース（中空知広域水道企業団）

遊水地でのアクアボール体験

８月３１日（日）、砂川市で防災フェスティバルが開催されました。主に砂川遊水地で活動している「砂川こどもの水辺協議会」や
「砂川市教育委員会」等が主催するイベントです。

札幌開発建設部が展示した「降雨体験機」では多くのこどもたちが大雨を体験するなど、
実際の体験を通じて、災害への備えの大切さを学ぶ機会となりました。

1時間当たり150mmの降雨を体験！
※写真は75mm/時間を体験中

模型による砂川遊水地の紹介
（砂川こどもの水辺協議会）
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体験して学ぼう！備えよう！～砂川遊水地で防災フェステバルが開催～

共創の取組事例



国道230号の札幌市南区と虻田郡喜茂別町の境界にある中山峠は、標高835mに位置し、冬期間の気象条件が厳しい
区間です。
10月1日、降雪期を迎える前に、冬期間における道路交通の安全確保を図るため、除雪機械を除雪基地へ配備し除
雪体制を整えることに併せて、札幌開発建設部札幌道路事務所と小樽開発建設部倶知安開発事務所が合同で除雪出
陣式を開催しました。
出陣式には、北海道開発局と包括連携協定を締結しているプロバスケットボールチーム「レバンガ北海道」の折茂
社長とマスコットのレバードが激励に駆けつけ、除雪作業への協力を呼びかけました。

中山峠の除雪は、２つの事務所が連携して実施

出陣式の前に除雪作業の安全を祈願

国道230号沿いの中山峠除雪ステーションに関係者約５０人が参加

レバンガ北海道から、
円滑な除雪への協力を呼びかけるステッカーが贈呈されました除雪作業へのご理解・ご協力をお願いします

札幌
開建
HP 37

全道に先駆けて、国道230号中山峠で除雪車出陣！

共創の取組事例



自治体

Nチャレンジプログラム

（道教育大岩見沢校が開発）

子どもの直線のスピードや方向変
換を中心としたアジリティ能力を
楽しく測定する運動プログラム
約６～10ｍ四方のスペースがあ
れば実施可能

道の駅など
公共施設

教育機関

札幌開建

道と川の駅 花ロードえにわ（10月19日）

北海道開発局と北海道教育大の連携

北海道開発局と北海道教育大学は、北海道における将来世代の
人材育成及び地域活性化を目的として、令和7年6月27日、包括
連携協定を締結しました。

調印式の様子
(北海道開発局

公式Ｘ)

Nチャレンジとは

道の駅 田園の里 うりゅう（6月29日）

午前10時から午後2時までの間に、「田園の里 うりゅう」には町内外から40名以上、
「花ロードえにわ」には市内外から70名以上のこども達の参加があり、大盛況でした

多様な主体との連携・協働による地域の課題解決や価値向上に向けた「共創」の取組の一環として、北海道教育
大学岩見沢校等との協働により、こどもの運動プログラム「Ｎチャレンジ」を道の駅で実施しました。
道の駅「田園の里うりゅう」（6月29日）では、道の駅のイベント「おいしい！初夏んまつり」の会場で実施。
また、川と道の駅「花ロードえにわ」（10月19日）では、石狩管内の道の駅で初めて実施となりました。
本プログラムは、地域のこども達に運動に親しんでもらうこと。道の駅等の既存の公共施設を活用して、地域の
賑わいの場を創出することを目的としています。

「Nチャレンジ」を目的に道の駅を訪れた方が多数見られました。イベントを通じ
て交流促進が図られ、地域活性化への効果が期待できます。

たまたま立ち寄った方の参加もあり、道の駅が持つ集客力の大きさを実感でき
た。

参加者の声から「いろいろな地域で実施してほしい」、「こどもと楽しめるイベン
トがありがたいです」といった意見が寄せられ、地域のこども達が運動に親しむ
動機づけとなった。

「Ｎチャレンジ」を実施して体感できた効果
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こどもの運動プログラムを通じた教育機関との共創

共創の取組事例



■ 日 時 ： 2025 年 10 月 １８ 日 (土) 9:00～13:30
■ 場 所 ： 本棚カフェあざらしとしろくま （長沼町 / 学童保育の場所としても活用されている）
■ 主 催 ： 日本航空（株）、イオン北海道（株）
■ 後 援 ： 長沼町 ■ 協 力: 日本生態系協会、石狩川生態系ネットワーク推進協議会、札幌開発建設部 ほか
■ 参加人数 ： 小学生 約 25 名 （うち、全3回の皆勤賞：11名）
■ スタッフ ： JAL、イオンチアーズクラブ、長沼町、日本生態系協会、札幌開発建設部（河川計画課、地域連携課、千歳川河川事務所）

これまでのエコハーモニープログラムの取組を
ふりかえりました

UHB番組 「いっとこ！」による取材あり

舞鶴遊水地付近の地図に、
子ども達が考えた生態系
ネットワークの形成に役立つ
行動を貼りました

10月18日、長沼町の舞鶴遊水地で第3回エコハーモニープログラムが開催されました。

本プログラムは、日本航空（株）およびイオン北海道（株）が主催する、小学生向けの環境学習プログラムです。

全3回シリーズの最終回として、生態系や有機農法について学びながら、企業・地域・行政が連携し、子どもたちと共に持続
可能な社会のあり方を考える「共創」の機会となりました。

地元農家さんから
脱穀のやり方を教えてもらいました

地元の有機農法で育てた米や野菜を使った
カレーライスを試食しました

班ごと発表し合い、
学びを共有しました

一人ひとりの行動が、自然環境や生態系を
守る大きな力になることを学びました

官民連携のこども向け環境学習プログラムを実施～長沼町 舞鶴遊水地～

共創の取組事例
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『かわまち大賞』は、全国で進められている「かわまちづくり」※（３０３か所）の中から、他の模範となる先進的
な取組を国土交通大臣が表彰するものです。
砂川地区かわまちづくり（砂川市）が、今回、管内で初の受賞となりました。
令和８年１月１９日、国土交通省国土交通大臣室にて表彰式が行われました。(当部より、滝川河川事務所長が立席)

※「かわまちづくり」
地域が地域が持つ「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、市町村や民間事業者、地域住民と河川管理者が連携の下、「河川空間」と「まち空間」が融合した賑わいある良好な空間形成を目指す取組です。

受賞者と記念撮影（右から２人目：飯澤 砂川市長）
※左は静岡県伊豆の国市

砂川市長に授与する金子大臣

○評価のポイント

遊水地を活かしたかわまちづくりの事例として貴重で、さらに結氷した湖面での活動や冬まつりの開催等の冬季活用を進めている点は、水
辺利用における季節格差への対応例として先進的であり、今後のかわまちづくりの参考となる。

○表彰式後の懇談において、金子大臣からのコメント
「どちらの地区も「かわまち大賞」にふさわしい取組である。引き続き、全国の模範として川を活かしたまちづくりを進めていただきたい。」

国土交通省ホームページより引用

国土交通省ホームページより引用国土交通省ホームページより引用

令和７年度 かわまち大賞に札幌開発建設部管内の取組が初受賞

共創の取組事例
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国土交通省では、地域の魅力や個性を創出している社会資本とそれに関わりがある優れた地域活動が一体となった成果を「手づ
くり郷土賞」として表彰しています。

今年度、札幌開発建設部管内で活動している３団体が、一般部門で国土交通大臣表彰を受賞されました。江別河川事務所と長年
にわたる川づくりの取組で関わりのある３団体が表彰され、令和８年１月伝達式を行いました。

栗山町内で行われた伝達式では、活動団体の他、栗山町長ら役場職員、空知総合振興局副局長（建設管理部担当）、北海道開発局長、
札幌開発建設部長ら約７０名の関係者がお祝いにかけつけ、盛大に行われました。

ふ る さ と

手づくり郷土賞受賞団体
・栗山町ハサンベツ里山計画実行委員会
・夕張川自然再生協議会
・オオムラサキの会

令和８年１月２１日 伝達式当日の様子

河川体験学習（小学生による環境学習）

ニホンザリガニ生息調査

団体の活動内容を紹介している様子
（オオムラサキ館）

伝達式の記念撮影 札幌開発建設部公式Xより
札幌開発建設部HPより

令和7年度「手づくり郷土賞」認定証伝達式を行いました

札幌開発建設部管内では、５年ぶりの表彰

共創の取組事例
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■ 日 時 ： 令和 ８ 年 3 月 11 日 (水) 14:30～1７:00、 場 所 ：岩見沢市民会館 まなみーる 中ホール 参加者 ：約400名
■ 講 演 ：『歴史に学ぶ地域の未来』 シンガーソングライター/ 美深町初代観光大使、えべつ観光特使 桜庭 和 （さくらば ひとし） 氏

『北海道開発の原点 樺戸集治監と北海道開拓』 月形樺戸博物館名誉館長、前月形町長 櫻庭 誠二（さくらば せいじ） 氏

今回の講演会では、櫻庭誠二さんによる樺戸集治監の囚人たちによる北海道開拓についての講演、桜庭和さんによる歴史を題材
にした歌を交えた地域の歴史について講演いただき、社会資本整備の基礎となる空知の歴史を地域の方々とともに学びました。
お二人の講演から、今後の共創による地域づくりの更なる推進のヒントをいただきました。

最後の質問タイムでは、参加者からは、「囚人開拓の過酷さ」、「北海道開拓に従事した人々の思いを引き継いで行くこと」、「郷土愛
を持つきっかけ」についてのご質問がありました。また、岩見沢農業高校の生徒から「空知は、様々な人が関わりながら作られた地
域であることを実感した」との感想をいただきました。

札幌開発建設部岩見沢河川事務所では、北村遊水地事業等の河川整備を通じて、

多様な主体との連携・協働による共創の取組を展開し、地域の活力ある発展を

目指すとともに、第9期北海道総合開発計画を推進しています。 パネル展示の様子（会場内）

櫻庭 誠二 氏ご講演の様子

桜庭 和 氏 ご講演の様子

札幌開発建設部岩見沢河川事務所 講演会～ 『空知の歴史を学ぶ』～

共創の取組事例
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